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1.松ノ尾遺跡第Ш次調査区出土の緑釉陶器
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2.松ノ尾遺跡第Ⅲ次調査区出上の中国貿易陶磁器 (白磁・青白磁・青磁)



敷島町では、近年民間の開発行為に伴う埋蔵文化財

の発掘調査が急増しています。今回の調査もその例外

ではなく、マンション建設に先立つ「松ノ尾遺跡」の

発掘調査の成果をまとめたものです。

この遺跡は、今からおよそ 1,300年 前の古墳時代

後期と、約 1,000年 前の平安時代にあたる大きな集

落跡であることがこれまでの調査で明らかとなってき

ています。

とくに、1994年に行われた第 1次調査では大量の

上器、石器、鉄製品などのほか、平安時代終わり頃の

金銅製小仏像が 2躯出土し、一躍脚光を浴びること

となり、町内をはじめ県内においても大変重要な遺跡

であると認識されるようになりました。

今回の第 3次調査でも、縄文時代、古墳時代、平

安時代の各時代において当時敷島町内で暮らしていた

人々の住居跡 (イ エ)が発見され、よリー層内容の濃
い遺跡であることが窺えます。

このように、私たちの暮らしている町には先人の残し

た多くの貴重な足跡を辿ることができ、町の財産でも

ある文化財を今後もなお一層調査・記録を精密に行っ

て永久に保存し後世の人々に語り伝え、また教育普及

に役立てていく必要性を感じざるを得ません。

最後に、開発者長田 毅氏の文化財保護に対する深
いご理解の下、調査が実施できましたことに感謝する

とともに、ご指導、ご協力いただきました関係各位に

心より厚く御礼申し上げます。

平成 16年 4月

敷島町教育委員会

教育長 山 日 正 智



例  言
1.本報告書は、山梨県中巨摩郡敷島町大下条地区に所在する松ノ尾遺跡の発掘報告書である。

2,本調査は、マンション建設に伴つて実施 した発掘調査で、調査面積は約 250沼である。
発掘調査から報告書刊行までの経費は、開発者である長田 毅氏が負担した①

3.発掘調査は、平成 10年 (1998年)3月 13日 ～ 5月 11日 までの約 2ヶ 月間にわたつて行つた。
その後、整理作業は、断続的に行つた。

4.発掘調査および整理作業にあたつた組織は、次のとおりである。
調査指導・主管   敷島町教育委員会
調査主体者     敷島町文化財調査会
調査事務局     敷島町文化財調査会
調査指導担当者 ≪発掘調査・整理調査≫ 大鳥正之 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係副主査)

≪  整理調査   ≫ 刻ヽ坂隆司 (敷島町教育委員会生涯教育誤社会教育係嘱託)

5。 本書の遺物実測・ トレース作業については、大鳥、小坂の指示のもと、青山制子、飯室久美恵、石川

弘美、長田由美子、小林明美、関本方子、高添美智子、望月典子が担当した。

遺跡全景および遺構は大鳥が撮影し、遺物写真の撮影および図版編集は小坂が行つた。

本書の執筆、編集は小坂が担彗し、最終的な全体校正を大鳥が行つた。

6.調査ならびに報告書作成にあたり、次の方々より御教示をいただいた。ここにご芳名を記し、感謝申
し上げる。

小野正敏 (国立歴史民俗博物館 )、 斎藤孝正 (文化庁美術工芸課 )、 百瀬正恒 (京都市埋蔵文化財研究所 )

藤澤良祐 (瀬戸市埋蔵文化財センター )、 羽中田壮雄 (敷島町文化財審議会)、 山下孝司、聞間俊明 (韮

崎市教育委員会 )、 村松佳幸 (長坂町教育委員会 )、 佐野 隆 (明野村教育委員会 )

7.発掘調査ならびに整理作業参加者
青山制子、浅川松子、飯室久美恵、石川弘美、一瀬一浩、長田由美子、尾沢玉枝、小林明美、三枝延子、

末松福江、関本方子、高添美智子、近浦正治、保坂広昭、保延 勇、望月典子

8.本遺跡の出土遺物および調査で得られたすべての記録については一括して敷島町教育委員会に保管し
てある。

凡 例
1.本書の第 1図は国土地理院発行の地形図 (1:25,000)「甲府市北部」「韮崎」「甲府」「小笠原」の各一

部分を用いて作成したものである。
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第 1章 遺跡をとりまく環境

1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )

敷島町が所在する甲府盆地の北西部は、奥秩父の金峰山を源とし南流する荒川によって開析された北から南

へと緩やかに傾斜した扇状地形を成している。この西側には、北西部にそびえる茅ヶ岳の裾部を形成するなだ

らかな赤坂台地が貢川と釜無川に挟まれるように南北に張り出して伸びており、」R中央線付近において終息
する。一方、北側はこの扇状地形の背後を担うように東西に大きく片山が跨り、さらに東側には千代田湖を挟

んで尾根筋を南側へと進むと舌状に張り出した湯村山がある。

このように甲府盆地の北西部は、東西北部の三方が台地と山々によって「コ」字状に取り囲まれ、盆地に向

かつて南向きに開日し、まるで天然の要害を形成するような特殊な地形を織り成している。

このうち荒川の右岸に位置する敷島町は、町域は南北約 17 km、 東西約 4 kmと 南北に細長い町である。

本町は大きく北部の山問地帯と南部の盆地部におおよそ大別されるが、町域のほぼ 8～9割は標高 1,704m

を決1る茅ヶ岳をはじめとする曲岳、太刀岡山などの山岳地帯や一部の丘陵からなっている。

一方、町南部は上述した荒川による扇状地形で、東はちょうど荒川右岸に面し、西は貢川を境として東西を

河川で挟まれた南北に細長い格好を呈し、盆地北西部の一部に相当する。

以上のように、甲府盆地北西部は中央に荒川が南流し、東西北部の三方を台地と丘陵により囲まれた空間

が形成され、荒川右岸の本町ではこのような地形をもとに様々な歴史的背景が垣間みられる。

2.周辺遺跡と歴史的背景 (第 1図 )

近年もっとも頻繁に発掘調査をおこなっている町南部の遺跡について時代ごとに概観していくこととする。

代表的な遺跡は 9遺跡が上げられる。

縄文時代 町内では現在のところ旧石器時代の遺跡は確認されておらず、人々が生活していた最も古い痕跡
は縄文時代からである。これまで 11軒の住居跡が発見されている。

代表的な遺跡には、松ノ尾遺跡①、原腰遺跡②、金の尾遺跡③などが上げられる。

原腰遺跡はこの時期に稀な埋甕炉を有する縄文時代前期末の住居跡が 1軒発見されている。

金の尾遺跡では、これまで 6回の調査がおこなわれてきたが、1987年の中央高速自動車道建設における第
I次調査で弥生時代の集落跡とともに縄文時代の住居跡計 8軒 (前期末 1軒、中期 7軒)が調査された。
現在のところ、もっとも濃密に該期の遺構・遺物が確認できるのは今のところ金の尾遺跡である。

弥生時代 金の尾遺跡があり、県内外を代表する大変重要な遺跡である。第 I次調査で弥生時代の住居跡 32
軒、方形 。円形周溝墓 17基をはじめ、集落跡を三分するとみられるV字の溝などが発見されており、県内
でも最も古い方形周溝墓群を有する弥生時代後期の集落遺跡として著名である。遺物をみると、中部高地系の

土器と東海系統のものがともに出土していることから学術的にも貴重な資料を提供している。

近年の第Ⅳ次調査で、 I次調査で発見された V字溝の延長を確認、発見された方形周溝墓には弥生時代後
期のものをはじめとし、古墳時代前期、そして壺型埴輪を伴う古墳時代中期に該当する低墳丘墓も新たに確認

された。1996年の第Ⅵ次調査では集落を外周する長さ約 55mにおよぶ大溝 (環濠跡)が出ている。
古墳時代 これまで 6遺跡においてその存在が確認されている。
前期の遺跡は、松ノ尾遺跡①、原腰遺跡②、三味堂遺跡⑥、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡③など

が上げられ、各遺跡ともS字状の台付甕、壺、高杯などが多く出土している。

御岳田遺跡 (I次)では調査区内の落ち込みから水晶の原石 8点と水晶製丸玉の未製品 1点が、末法遺跡
(Ⅱ次)では 1号住居跡から凝灰岩質の石材で加工途中とみられる管玉 1点と剥片類が出土し、周辺に該期
の工房跡の存在が予測される。
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金の尾遺跡 (第Ⅳ・Ⅵ次調査)でも多くの遺物が出土しており、とくにⅣ次調査では本町で初めてとなる該

期の周溝墓が 2基確認されたことから、さらに周辺で新たな集落跡も今後発見される可能性が実に高い。

中期の遺跡は、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡⑨でそれぞれ住居跡 1軒がある。

末法遺跡 (I次)では 1号住居跡から会、壺、高郭、郭などが出土し、しかも器種と量も充実している。

金の尾遺跡 (Ⅳ次)1号住居跡や御岳田遺跡 (I次)2号住居跡からも甕、甑、杯、高杯などがみられる。
その他、遺構は確認されていないが松ノ尾遺跡の第Ⅱ次調査で該期の大型の有段高杯1/rk部 2個体 (日径約 25

Cm、 深さ約 5.O cm)が 出土していることから、周辺には該期の遺構・遺物が点在するようである。

なお、金の尾Ⅳ次調査の周溝墓群には二重日縁をもつ「壺形埴輪」を出土したものが 1基存在する。

後期の甲府盆地北西部は、6世紀中頃から横穴式石室を有する後期古墳が築造されるようになる。

荒川左岸の甲府市湯村に位置する万寿森古墳 4や県内で 2番目の石室規模を誇る加牟那塚古墳 5の存在な

どからこの頃本地域は県内でもかなり大きな勢力拠点となっていたことが窺える。

さらに、6世紀末～7世紀前半には町の南部を群集墳 (千塚・山宮古墳群―甲府市、赤坂台古墳群―双葉・

竜王など)が取り巻くようになる (第 1図0印 )。

敷島町内にも戦後間もない頃にはまだ 4・ 5基の古墳が確認できたようであるが、現在では荒川右岸沿いに

北から大塚古墳 29と大庭古墳 30が存在するのみとなっている。

また、松ノ尾遺跡の第 IoⅡ 次調査ではおそらく荒川の氾濫によるとみられる大規模な流路跡が確認されて

おり、これによって運ばれた土砂に相当すると考えられる包含層中から須恵器の藤、金環、勾玉、ガラス玉、

切子玉、臼玉、銅鏃、鉄鏃、鉄製刀子など古墳の副葬品とも思われるようなものが出土している。

当時の人々が暮らしていた集落跡は、本町内では現在のところ松ノ尾遺跡において非常に高い割合で発見さ

れており、他では金の尾遺跡の第Ⅱ次調査で住居跡 1軒が遺跡の北東端で唯一確認されているだけである。

松ノ尾遺跡は各次調査でこの時期の住居跡が常に発見されているが、周辺遺跡と比べても遺構 。遺物が最も

集中していることが窺える。第 I、 Ⅱ、V次調査では住居跡が複雑に重複してみつかっており、とくに第Ⅱ次

調査では一辺約 7m、 第V次調査で一辺約 8.5mと 約 8.0× 6.Om、 第Ⅶ次調査でも一辺約 7.7mに もおよぶ

大型の住居跡が発見されている。一方、荒川左岸の甲府市千塚に位置する榎田遺跡 1でも古墳時代後期の住

居跡が 12軒発見され、規模が一辺約 7m四 方を測る大型のものもみられる。集落内におけるこのような大
型住居跡の存在について今後その位置付けを考慮していく必要性がある。

盆地北西部でのこうした勢力の繁栄を背景とし、古墳時代の終わり頃には通称敷島台地の南西に天狗沢瓦窯

61が操業を開始するようになる。これは県内最古の瓦窯で、7世紀後半 (白鳳期)とみられている。

この時期に併行する集落跡については、松ノ尾遺跡で近年徐々に住居跡が確認されてきており、また近隣で

は甲府市の榎田遺跡や音羽遺跡 2で古墳時代後期～奈良時代に相当する住居跡が発見されている。

しかし、天狗沢瓦窯跡で焼かれ、その瓦が供給された寺院跡は残念ながらまだ発見されていないが、近年の

調査で松ノ尾遺跡と村続遺跡④において瓦片が出土してきており、今後更なる調査が期待される。

奈良・平安時代 該期の遺構は町内で現在もっとも数が多く、住居跡軒数だけでも総計 100軒以上ある。
これまでの調査成果では、奈良時代から平安時代初め頃にかけては発見される遺構も未だ少ないが、平安時

代中頃～末頃にかけては急激に遺構数も増加し該期の集落跡が主体を占めている傾向にある。

松ノ尾遺跡①は 7回の調査でこれまでに住居跡 37軒と堅穴状遺構 10基が確認され、周辺の三昧堂遺跡

⑥、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡③でもその広がりと分布がみられる。

一方、町南部の北側では、原腰遺跡②、山宮地遺跡③などが上げられるほか村続遺跡④では調査面積は狭小

であつたが計 36軒が確認され、詳細は今後の調査によるが大きな集落跡の様相を呈する。

この村続遺跡の南側には現在甲府から双葉へと横断する通称 「山の手通り」が走っており、これは甲斐古道

9筋の内の 1つにあたる道筋で旧「穂坂道」に相当する。本来茅ヶ岳の麓を経由して甲府の塩部から長野県佐

久の川上までを結ぶ甲斐と信州を繋ぐ古道であった。
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各遺跡出上の遺物をみると、膨大な量の上器をはじめとし須恵器、灰釉陶器、陶磁器類、また鍛冶関連遺物

や鉄・銅製品なども出上している。中でも松ノ尾遺跡では墨書土器や円面硯(4個体分の破片)、 そして鋼製の

帯金具や金銅製小仏像 2躯が、また村続遺跡では銅製小仏像の台座が 1躯出土していることなどが特筆され

る。銅製小仏像はその出土状態や共伴遺物、文様・鋳造方法などからおおよそ 11～ 12世紀の所産とみられ、

しかも現在県内の発掘調査で出土した 4例のうち 3例が本町で発見されたものとなっている。

一方、平安時代末頃になってくると青磁や白磁などの貿易陶磁器が出土する遺跡がみられるようになる。

中世 該期の明確な遺構が確認されているのは、松ノ尾遺跡①と山宮地遺跡③の 2遺跡である。

松ノ尾遺跡は、第Ⅶ次調査において一辺約 5.2m、 最深部約 40 cmを測り、竪穴内に人為的に石が敷き並

べられた竪穴状石組遺構が 1基発見され、周辺からは土師質土器や青磁片などが出土し、おそらく平安末～

中世初頭の遺構とみられる。また、この石組遺構の周辺にはピット群が展開し、この内近接したピットから仏

像の頭部にみられる螺髪 1点が出土しており、今後これらの遺構 。遺物から遺跡の性格を十分に検討してい

く必要性がある。

山宮地遺跡では、近年 15。 16世紀代とみられる遺構や遺物が調査成果として上がっている。

第 I次調査ではカワラケや古銭などが出土した竪穴状遺構 1基や土坑などがあり、さらに第Ⅱ次調査にお

いて竪六状遺構 4基、土坑 14基が発見されている。とくに後者の 2号堅穴状遺構からは全国でも初例とみら

れる数点の銅製仏具がまとまって出土した。

山宮地遺跡の東脇には前述の穂坂道と南北に直行して南北朝時代に「御嶽道」が発達するが、この古道は修

験道の霊場であつた金峰山信仰の登山口であったようである。この「御嶽道」と遺跡との位置関係、そして銅

製品の内容から「御岳信仰」とのかかわりが推測される。

さらに、第Ⅲ次調査ではカワラケと古銭が埋納された計 32基にのぼる土墳墓群が検出され、本遺跡は極め

て部分的な調査であるにもかかわらず中世遺構が広範囲に埋蔵されていることが明らかとなってきている。

本遺跡の東隣には御嶽道を挟んで調査の手がこれまで一切入ったことのない大庭遺跡があり「甲斐国志」古蹟

部には字大庭に武田家の家臣であつた 「土屋惣蔵昌恒」屋敷跡 66が存在したという記述がみられ、山宮地、

大庭遺跡周辺のこの一帯は本町における該期の様相を考えていく上でも今後重要な地域であるといえよう。

このように、近年の発掘調査ではこれまで判然としなかった中世の様相も徐々に明らかになりつつある。

明確な遺構はまだ半J然としないが、これまで調査を行ってきた各遺跡では量的には僅少であるがカワラケや

常滑、瀬戸・美濃などの陶器類、そして白磁、青磁などの貿易陶磁器などの出土が日立ってきており、今後盆

地北西部地域における中世の様相を把握していくうえで注目される。

ほんの 10年ほど前までは敷島町が所在する甲府盆地の北西部地域は調査の手がほとんど及ぶことがなかっ

たことから、歴史の上では空白地帯ともなっていた。

しかし、以上にみてきたように町ではいまだに大規模な調査が数少ない状況であるにもかかわらず、内容の

濃い成果が近年徐々に蓄積され始めてきている。

以下では、平成 10年度におこなわれた松ノ尾遺跡第Ⅲ次調査の成果について時期ごとに報告していく。
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第 2章 遺 構 と遺 物

松ノ尾遺跡は平成 13年度までに 7ヶ所の調査がおこなわれてきている。ここに報告するⅢ次調査は、本遺

跡包蔵地の南東端に位置し、ちょうど 2躯の仏像を出土した第 I次調査地点から直線距離で真南へ約 200m
離れた場所でおこなわれた。

調査の結果、縄文時代住居跡 1軒、古墳時代住居跡 2軒、平安時代住居跡 4軒、土坑 2基、清状遺構 3条

など調査面積が狭小であったにもかかわらず多くの遺構・遺物が出土している。

1.縄文時代

現在最も開発が進んでいる敷島町の南部では、この時代の遺構は金の尾遺跡に偏在して多く発見されてお

り、この松ノ尾遺跡でははじめての発見となった。

a.7号住居跡 (第 4～6図、図版 2)
調査区東側 C-2・ D-2グ リットにまたがって発見された。住居跡中央は 3号溝状遺構によって切られ、
南東部は自然の谷状地形が入り込んでおり、遺構の南東半部は不明瞭である。

住居跡の規模は直径約 5,Omの円形を呈するとみられ、北西部で深さ約 30 cmを狽Iり 壁は緩やかに立ち上
がっている。床面はほぼ水平で、とくに踏み固められたような硬い面は認められない。

炉は、住居跡の規模と形状から床面のほぼ中央に位置していたと考えられるが、3号溝状遺構によって西側

半分を撹乱されている。おそらく約 35 cm大の扁平な石を四角に組んでいたのであろう。炉内には若干の焼

土が含まれていたが、火床面等は確認できなかった。

柱六は、北側の壁際に沿つて 3ヶ所(P-1～ 3)あ り、直径約 35～ 55 cmを浪Iる。P-1は深さ約 50 cmと
最も深く、P-3は深さ約 20 cmで ある。
遺物は、深鉢(1～ 5)・ 器台形土器(6～ 8)・ ミニチュア土器(9)・ 打製石斧(11～ 13・ 15～ 17)。 磨製石斧(18)・

横刃型石器(19)な どが出土している。

第 4図 7号住居跡
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土偶の脚部(10)は住居跡から北側の C-3グ リッドで出たものであるが都合上ここに掲載した。

器台形土器 6～ 8は P-2の東側で住居の北壁隅からまとまって出土した。7・ 8は床面上のほぼ同一レベル

に並べて置かれたままとみられ、6は逆位で覆土中にやや浮いた状態であった。ミニチュア土器 9は P-1内

へ若千落ち込んでいた。磨製石斧は P-2の西狽1床面上から出上している。

本遺構の南東部には自然の谷状地形が存在し、遺物(1～ 3・ 14)はそこへ流れ落ち込むかのように分布する

が、おそらく谷上に構築された床面が谷内へと長い年月で沈下したためと考えられる。

2.古墳時代

本遺跡では第 I・ Ⅱ次調査ですでに計 13軒の古墳時代後期の住居跡が発見されており、今回さらに後期の

住居跡 2軒が検出された。

a.1号住居跡 (第 7・ 8図、図版 3)

調査区の北東部に位置し、5号住居跡と重複して切られ、北西部には 3号住居跡が隣接している。

規模は、東西約 3.7m、 南北約 3.2mの長方形を呈し、壁高は約 20～40 cmを測る。

壁はおよそ垂直に立ち上がり、床面はわずかに凹凸がみられる。また、西壁から南壁の際にかけて幅約 15

～20 cm、 深さ約 8 cmの壁溝が掘り込まれている。

カマドは、住居跡北壁のほぼ中央に位置し、長軸約 85 cm、 短軸約 60 cmで火床部の掘り込みはわずかに

みられる。カマドはほとんど崩れていたが、元来炊日となる両袖部には長さ約 25～ 30 cm大の石を直立させ、

天丼石には長さ約 50 cm、 幅約 20 cmの大型の石が組まれていたようである。

遺物は、甕 (長胴甕 1、 球胴甕 2)、 甑 3・ 4、 杯 5、 高杯 6・ 7、 小型手捏土器 9な どがある。

甕 1はカマド内、甕 2はカマド東側覆土から出土し、甑 3と杯 5は住居跡東側床面に近いところから、高

rTh 6は住居跡西側のやはり床面に近い位置からそれぞれ出土している。須恵器tTh 8は、カマ ド北東部のすぐ

脇から出土している。

L=2855
C―

！
―
―
　
∞

り

０
∞
ω
＝

ｎ

1終褐色土。II社 弱。しまり弱。砂粒、金雲母を含帆
2黒福色土。粘性強。しまり中。焼と、炭化物を含む。

!            |            lmL=2855
A―一

1暗茶掲色■。粘性なし。しまり強。IP/粒を含 tr。 焼上 炭化物がまばらに淀入。
2明 茶鶴色土。粘性弱。しまり強。全体に砂粒 長石を含む.

第 7図  1号住居跡
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なお、高ITh 7や杯 10～ 13は覆上の最上層に分布し、本遺構の確認段階のものである。

b.3号住居跡 (第 9図、図版 4)

調査区の北部中央にあり、北東半部が調査区外となっている。周辺には 1号住居跡や 2・ 3号溝状遺構など

が近接している。

確認可能な規模は東西約 2.6m、 南北約 2.5mでおそらく方形を呈すると考えられる。深さは約 10～ 15 cm

を測り、壁は緩やかに立ち上がっている。床面はほぼ水平である。

本住居跡にはとくに付随する施設等は確認されていない。

遺物は甕 1、 甑 2、 高杯 3、 杯 4・ 5、 土錘 9。 10な どがある。また、6～ 8は平安時代の杯であるが、1号

住居跡と同様に遺構確認段階に出上したものである。

甕 1、 甑 2は住居跡西側の覆土中から、高郷 3は甕 1、 甑 2よ りもやや高い位置から出土している。邦 4・

5は住居跡中央よりからまとまって出土し、4はほぼ床面上、5は覆土中から出ている。

K電

エ ラ

/― ①―

||

1黒茶色■。粘性中。しまり中。撃母、V/粒、炭化物を含ぬ
2黒茶褐色土。粘性中。しまり

'。

全体に雲母を含む。
|   |   |

第 9図 3号住居跡と出土遺物
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3.平安時代

今回の調査で 4軒の住居跡が発見された。

a.2号住居跡 (第 10・ H図、図版 5-1,2)

調査区南西部 A-2・ B-2に位置し、4号住居跡および 1号土坑と重複関係にある。

規模は、東西約 3.4m、 南北約 3.5mの方形を呈し深さ約 25 cmを測る。壁は緩やかに立ち上がる。床面

は緩やかな凹凸があり、中央から南部にかけて硬く踏みしめられたような硬い面が広がる。

蓋
Щ
赳
中
ミ

湊
］
ｕ
い
即

1鳥色上。粘性弱。しまり強。砂粒、要母、lmm前後の資石を含む。

L=2857
B――                            __B´

J 暴褐色士。II性弱。しまり強^全体にlmm前後の小石を含む.

第 10図 2・ 4号住居跡
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2暗茶tB色 ,ぉ 粘仕中。しまり弱。全体に焼 上を含む.



北壁中央際には焼土を含んだ浅い土坑状の掘り込みがあり、また、東壁中央からやや南側にも焼上のまとま

りがみられた。本来、住居跡のカマドが存在していたと思われるが判然としない。

遺物は、杯 1、 皿 2、 灰釉陶器の皿 3、 灰釉陶器の壺 4な どが出土している。皿 2と灰釉陶器の壺 4は東部

壁際の焼上が検出された北側ほぼ床面上にあり、そして灰釉皿 3は北西郡コーナー隅部の床面上から出上し

ている。

b.4号 住居跡 (第 10。 12図、図版 5-1・ 3)

調査区南西部 A-1。 2に位置し、2号住居跡と重複し切られている。南東側に 6号住居跡、 1・ 2号溝状遺

構が近接している。

規模は東西約 3.3m、 南北約 3.lmで方形を呈し、深さ約 30～ 35 cmを測る。壁は全体的に緩やかに立ち

上がる。本遺構はとくに施設等はみられなかった。

遺物は、邦 1、 皿 2、 黒色碗 3、 須恵器の壺 4な どが出土している。1は南東部から、3は北西部のそれぞ

れ床面に近い位置から出土している。

3

0                     10cm

4

第 11図 2号住居跡出土遺物

｀

進 17:

鱒
敬

0               10cm

第 12図 4号住居跡出土遺物

キヽ

「 .ヽ   ヽヽ｀
＼イ  ＼ヽ
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c.5号住居跡 (第 13・ 14図、図版 6)

調査区北東部 D-3に位置し、1号住居跡の東側を切っている。
規模は東西約 3.4m、 南北約 3.2mの 方形を呈し、深さ 35～ 50 cmで壁は緩やかに立ち上がる。

住居跡の南には壁に平行するように東西に幅約 90 cm、 深さ約 15 cmの落ち込みがみられ、さらに東側で

は幅約 180 cmと 急激に幅広くなる。この遺構に伴う施設の一部であるのかどうかは不明である。

カマドは、明確にその形を残すものはないが東壁中央やや南から焼土と灰がまとまった箇所が認められ、お

そらく本住居跡の東カマ ドであったと考えられる。

遺物は、杯 1～ 11、 皿 12～ 15、 須恵器の甕 16、 鉄製品 17な ど遺物が豊富である。lTh類は住居跡の南側に

偏在しており、このうち杯 1・ 2・ 4・ 8と墨書土器 10、 須恵器の甕 16は遺構確認段階の最上層から、杯 7

は南東部の覆土中層からそれぞれ出土している。邦 3は南側床面上、杯 5・ 6は南東部覆上下層にあり皿 12

とまとまって出ている。

また、皿 13は住居跡北東部、皿 15は南東部のそれぞれ覆土中層に分布している。

d,6号住居跡 (第 15図、図版 7-1～ 3)

調査区南西部 A-1・ B-1に位置し、西側を 2号溝状遺構、住居跡中央を東西に 1号溝状遺構が走り、本
遺構はこれらの溝状遺構によって切られている。

住居跡南部は調査区外となっており、確認された規模は、東西約 3.2m、 南北約 3.3mで 南北に長軸をも

つ長方形を呈している。深さは約 40 cmを測り、壁は緩やかに立ち上がっている。

ヽ
い

ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｍ

∞

Ｓ

∞
『
＝

白

L=285 8
A――

1灰紫褐色土。粘性弱。しまり強。全体に石英、白色粒子を含む。

一A´  &浜奄糧長主紬 冦劣ョ犀
ヨ砂粒`3mln前後の長石を含む。

♀  |  ?

0                     10cn
|

第 13図 5号住居跡と出土遺物 (1)

ヽ
ｍ

Ｉ
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Ｉ
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第 14図 5号住居跡出土遺物 (2)

-15-
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東壁の南にはカマ ドが確認され、長軸約 80 cm、 短軸約 70 cmを測る。そして、長さ約 30 cm弱の扁平

な石を両袖に 2個づつ直立させてカマ ドを構築している。なかには焼土および炭化物が充満していた。カマ

ドの正面には、住居跡の柱材とおもわれる良好な炭化材が床面上から検出された。

遺物は、郭 1～ 5、 皿 6,7、 紡錘車 8があり、このうち杯 3～ 5、 皿 6は墨書土器で比較的多く出土してい

る。

杯 1と皿 7は住居跡中央からやや西から出ているが、 1は床面付近、7は覆土上層にある。

また、皿 6はカマ ド北部の西壁に近い覆土上層から出ている。紡錘車 8は住居跡北側の覆土中層から出土

した。

イ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ

ヽ
Ｓ
∞
嶼
＝
ｎ

コ

1暗茶褐色上。粘性弱。しまり強。白色粒子を合 tr。
2偶色士。粘性強。しまり中。焼土層。
9黒色二 粘性斑 しまり弱す炭化物、焼上を台む。
4褐色二 粘桂強。しまり弱。焼上層。
5晴茶色土。粘性中。しまり中。炭化物を含む。

0                     1m
!            1            冷

m

1茶褐色士。粘性弱。しまり強。砂粒、2mm前後の焼上を含む。
2暗茶色二 粘性弱。しまり中。全体に炭化財を含帆
3明茶褐色士。お性なし。しまり斑 全体に白色粒子、炭化物を含む。

/    1
″

＼

―1 |

①
十
◎
８
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第 15図 6号住居跡 S出上遺物
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1号住居跡出土 物

配 器種 器形
計測 rl● (cm

胎 上 色調 焼成 器形の特徴 図版
日径

第 8図 1 土師器 長月同甕 (165) 長石、赤色粒子 H音茶褐色 良
口辺部 と頚部積ナデ。外面胴都縦位ハ

ケロ。内面体部下半維位ヘラ整形。
3-3

第 8図 2 上師器 丸胴甕 (24 0)
長石、石英、金雲
母、赤色粒子

茶掲色 良
口辺部から頚部横ナデ。外面不規員けな

櫛描き。内面横方向の櫛目と指頭痕。
3-3

第 8図 3 土師器 甑 (173) 長石、石英 茶褐色 良
巨都直径 6 mmの 円孔13ヶ所。内面積方

句の櫛 目。外面維方向の櫛目。
3-3

第 8図 4 土師器 甑 (8、 0) 細、長石 淡茶色 良

底都直径 8ココの円孔。外面下部指頭

痕。外面底都ヘラ整形。内百横位ハケ

目。      |
3-3

第 8図 5 上師器 郭 115 餃密 茶掲色 良
内面体部縦位ヘラ整形。外面底都～体

部検方向ベラ削 り。外面底都ハケロ。
3-3

第 8図 6 上師器 高杯 (130) 敏宅 暗茶色 良
勺外面不都積位ヘラ磨き。外面脚都縦

立ヘラ整形 .
3-3

第 8図 7 上師器 高邦 114 餃密 暗茶色 良
勺外面邦部横位ヘラ磨き。外面脚部縦

立ヘラ削 り。外面裾部横柱ヘラ磨き。
3-3

第 8図 8 須忘器 イ (9.8) 粗、小石、石其
面
誦
外
丙
淡白茶色
″ 凸 為

艮 ロクロ整形。 3-3

第 8図 9 上師器
ミニチ ュ

7+哭 16 長石、金雲母 茶褐色 艮 葛坪。全体に積ナデ仕上げ。 3-3

第 8図 10 土師器 イ 157 細。赤色粒子
面
面

外
内
淡茶色

黒色
良

口辺部積ナデ。外面体都下半斜位ヘラ

削り。底都回撼糸切 り後、ヘラ整形。
ロクロ右回転。

3-3

第 8図 11 土師器 杯 130 餃密
面
苫
外
丙
暗茶色
込 共 盗

良
口辺部積ナデ。外面底部と体部下半ヘ

ラ削 り。ロクロ右回転。
3-3

第 8図 12 上師器 杯 136 餃密 橙褐色 良好

日縁部積ナデ。外面体都下半斜位のヘ

ラ削 り。底部回転糸切 り後、ヘラ整

形。ロクロ右回転。

3-3

密 8 1Xl13 抹 煮侮 締 子  谷 乞 母 本 楊 れ B好

配 器種 器形
計測値 (cm)

石 質 備 考 図版
最大長 最大幅 最大厚

石 器 打 興 石 等 7 砂 ■

配 器種 器形
計測値 (cm)

備 考 図版
最大長 最大幅 最大厚

配 器種 器 形
(cm)

胎 土 色調 焼成 器形の特徴 図版
回 待

第11図 1 土師器 杯 12 05 lfE。 赤色粒子 茶褐色 良好
口辺部積ナデ。外面体部下半斜位ヘラ
当‖り̂

5-2

第11図 2 土師器 皿 12.4 致密。赤色粒、石英 暗茶褐色 良好
外面底部外周横位ヘラ削り。底部糸き
りTE~_

5-2
灰 釉 陶 器 言 台 付 m R0 ら 6 第  距 暫 渉 匡 魯 喜 解

1[冠 4 Fttga果 奉 ヌ竃。

3 出土

No 器種 器形
計剛イ百 (cm)

胎土 色調 焼成 器形の特徴 図版
口

第 9図 1 土師器 甕 (19.0) 金雲母、石英、長石 暗茶褐色 良
外面体部縦位ハケロ。内面体部積位ノ

ケロ。
4-2

第 9図 2 土師器 甑 10 7 135 長石、金雲母 暗茶褐色 良好

底都直径28c加の円孔。外面維位ハケ
目。内面ハケ後、ヘラ調整,外面底部
ハケロ。

4-2

第 9図 3 土師器 高邦 (100) 103 砂粒 黒茶色 良

不都内高横ナデ。胴都外面上部面取

り。下部縦位ハケロ。脚部内面輪積み

夏Ⅲ

4-2

第 9図 4 土師器 不 12.2
緻密、赤色粒子少。
本
=尋

暗茶色 良好 勺外面飩 磨 き。 4-2

第 9図 5 土師器 杯 11,5 1.5 緻密。赤色粒子
面

面

外

肉
黒偽色
朗綴れ 艮好 勺外面雛 磨 き。 4-2

第 9図 6 土師器 邦 11、 0
Ⅸ密。砂柾・亦色種

茶褐色 良好
外面体都下半斜位ヘラ削 り。内面体部
放射状賠支_ロ クロ右回転 . 4-2

第 9図 7 土師器 郭 11.3
緻密。長石、石英、
赤色粒子

暗茶褐色 良
勺面体都放射状暗文。外面体部下半斜

立ヘラ削 り。底都糸切 り後ヘラ調整。
4-2

第 9図 8 土師器 杯 120 欧密。長石、石英、
未 為 針 ♀ 茶褐色 良 小面体部に稜。底部糸切 り痕。 4-2

No 器 種 器 形
計測イ直 (cm)

胎 土 色調 焼成 器形の特徴 図版

第 9図 9 土製品 上錘 6 05 l.35 緻密 橙淡茶色 良好
中央都最大径。表面磨き。直径6 5nm¢

円孔。
4-2

第 9図 10 上製品 土錘 42 1 95 知。砂粒、石英 茶褐色 良好
中央都最大径,先端部面取 り。直径 4 4-2

第 1表 住居跡出土遺物観察表 (1)
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No 器 種 器形 月台土 色調 焼成 器形の特徴 図版
器 恵 口 各 底 径

第12図 1 上師器 杯 14.9 緻密、赤色粒子
面
百
外
丙
暗茶 色

里 れ
良好

勺黒土器。体都下半ヘラ削 り。底部外

罰ヘラ整形、糸切痕Ⅲ
5-3

第12図 2 土師器 皿 12,6 緻密、赤色粒子
面
而
外
内
橙 褐 色

暗茶 β
良好
口縁部横ナデ。外面底都斜位ヘラ肖」

り_ロ クロ右回送 _ 5-3

第12図 3 上師器 碗 (5 7) 緻密。赤色粒子
面

蒜

外

丙
淡茶色
卑 為 良好

勺黒土器。内面渦巻状暗文。高台部横
ナデ。

5-3

第12図 4 須恵器 壺 (6 8〕 緻密、長石。硬質
面
面
外
内
暗灰色
明灰茶色

良好
啜部貼付高台。ロクロ右回転。高台部
ヘラ整形。外面底部線刻 (窯印 ?)。

5-3

5

No 器種 器形
(cm)

胎 土 色調 焼成 器形の特徴 図版
口 径

第13図 1 土師器 郷 116 徴密、赤色粒子 茶褐色 良

口辺部横 ナデ。内面体都放射状暗文。

外面底部 と体部下半ヘラ削 り。 ロクロ

着同鉄 _

6-2

第13図 2 土師器 郷 11.8
欲密。赤色粒子、長
石

加
嫡
明橙褐色

淡茶色
長

外面体都下半斜位ヘラ削り。 口辺部積

ナデ。外面底都墨痕。内面体都放射状

嗜文。

6-2

第13図 3 土師器 不 121 少粒、石英、赤色粒
淡茶褐色 良好

小面体都下半斜位ヘラ削 り。内面体都

t射状陪支^
6-2

第14図 4 土師器 杯 12.6 4 35 致密。赤色粒子 赤掲色 良好
外面体部下半斜位ヘラ削 り。 口辺部積

ナデ。内面体部放射状暗文。
6-2

第14図 5 土師器 杯 120 欧密。長石、赤色粒
橙掲色 良好

朴面体都下半ヘラ削り。内面体都放射 6-2

第14図 6 土師器 杯 110 m。 長石、赤色粒子 明桂褐色 良

小面体部下半斜位ヘラ削 り。内面体部

友射状暗文。外面底部ヘラ整形。 口辺

邪検ナデ。

6-2

第14図 7 土師器 杯 13.5 破密。赤色粒子 明茶褐色 良

口辺部積ナデ。外面体部下半斜位ヘラ

肖」り。内面体部放射状暗文。底部糸切

り後、ヘラ整形。ロクロ右回転。

6-2

第14図 8 土師器 杯 12.6 餃密。赤色粒子 橙褐色 良 口辺部積ナデ。 6-2

第14図 9 土師器 杯 13.1 餃密。赤色粒子 橙褐色 良好
口辺部横ナデ。外面体都下半斜位ヘラ

削り.底部ヘラ整形。 6-2

右14図 10 土師器 不 (3.8) 11.4 (5,6) 長石、赤色粒子。 明茶色 良好
口辺部横ナデ。底部～体都下半斜位へ

ラ削 り.底部欠損. 6-2

窮14図 11 土師器 郷 (12.6) 額。赤色粒子、雲母 明茶色 良好
小面 口辺部横ナデ。内面体都放射状暗

え.底都ヘラ調稽 . 6-2

第14図 12 土製品 皿 12.2 欧密。赤色粒子 赤褐色 良好 勺面渦巻状暗文。外面下半ヘラ削り。 6-2

第14図 13 上師器 皿 135 長石。金雲母 明茶色 良好
勺面積位暗文。底部ヘラ整形。外底面 6-2

第14図 14 上師器 皿 (13.6) 細。赤色粒子 赤褐色 良好 勺面に渦巻状暗文。内外面稜線。 6-2

痛14図 1 上師器 皿 13.0 罐
卦
赤色粒子、金

橙褐色 良好
口辺部積ナデ。外面体部下半横位ヘラ

削 り。内面渦巻状暗文。
6-2

落14図 1 須志器 大甕 (13.5) 微密 灰茶色 良好 舛面肩部 自然釉。 6-2

No 器種 器形
計測値 (cm)

備 考 図版
最大長 最大幅 最大厚

第14図 17 鉄製品 部欠損

6号住

No 器種 器形
週W獅直 (cm

胎土 色調 焼成 器形の特徴 図版
回

第15図 1 上師器 郭 L34 3.5 嗣。赤色粒子、長石 桂褐色 良好
外面体部下半斜位ヘラ削り。底部ヘラ
調整.外面口辺部積ナデ。

7-3

第15図 2 上師器 杯 4 05 11.8
毀密。赤色粒子、長
石  奎 尋 茶褐色 良好

外面体都下半斜位ヘラ削 り。底都ヘラ 7-3

第15図 3 上師器 杯 (12.0) lIE。 長石 茶褐色 良好 口辺部横ナデ。外面体部墨書。 7-3

第15図 4 土師器 イ
民石。金雲母、赤色
臣子

明茶色 良好
外面体都下半斜位ヘラ削 り。底都回転

糸切 り後、ヘラ整形。外面体都墨義
7-3

第15図 5 土師器 郵 長石 茶 色 良好 外面体部ヘラ削 り。外面体都墨書。 7-3

第15図 6 上師器 皿 (128)
田、長石、赤色粒

茶 色 良好
底部～体部ベラ削 り,口辺部ロクロサ
デ。外面体部塁書。

7-3

第15図 7 上師器 皿 12.6
額、長石 。石英 。赤
畠対 旱

茶褐色 良好
外面体部下半斜位ヘラ削 り。底都糸切 7-3

配 器種 器形
計測 rl●  (cm)

胎 土 色 調 焼成 器形の特徴 図版

第15図 8 土製品 紡錘車 22 欧密 茶褐色 良好 最大径 9 jludの 円孔。丁寧なヘラ磨き。 7-3

第 2表 住居跡出土遺物観察表 (2)
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刻みの施された隆帯。空間に刻みと沈線による文様。

みによる 4単位の縦位隆帯。

ミニチュア上器。 口縁部に直径約 4 mmの 円子Lを計 7箇所穿

No 器 種
T供」1巳 (Cm,

石質 備  考 図版
母 ★ モ 昇 大 幅 昂 ★ 厘

第 6図 l 打製 石斧 21 砂  岩
宙 6同 2 打 隷 石 得 S 対 締 井 2-4
舅 6凹 3 打製 石律 砂  井
笛 6図 打製 石斧 47 粘板岩 2-4
窮 61× I S 打 梨石斧 7 給板井

第 6図 16 打製 石斧 6 砂  岩 2-4
覇 61貿 I 7 打 製 石舎 7 砂  崇

第 6図 18 磨製 石斧 緑 邑r4灰 岩 2-4
常 6層]19 スクレ/パー 42 砂  ■

第 3表 住居跡出土遺物観察表 (3)

4.時期不明
a.土坑 (第 16図、図版 7-4・ 5)

計 2基が発見された。

NO 位 置
規        不昇    (m,

形態 備 考 図版
再 動 短 軸 深

1｀■ 0 7-
2与肇 (0 86)   1     0 18 糖 円形

第 4表 土坑一覧

b.溝状遺構 (第 16図、図版 8-1・ 2)

計 3条が確認された。

Ntl 位 置 規 模 (m)
備 考 図版

最 大 長 幅 淡 恙

20 03～05 0 22 上甲 か らフ イ コの 羽 日片 出 土 _

0 11-0 78 不か 出 土 _

第 5表 溝状遺構一覧
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と=2868
A一

L=286.6
A一――A´

1紫構色I.消阻 .レま,恥 砂柱、員石を含tF・

1号土坑

一―A

2号土坑

♀  t  ttm

ψ

AF285,7 _A´

―■EXa五 粘性な悦叫 なし=全体に蜘 .登療母を含tl.
2泰偶色峯腔 晩しまりな晩石英、撼 母を多く含転

1黒来色と。鶏IM.しま,中。全体に砂粒、lmnF後の月Fを含むj

2.黄葉色土。IB4/rt・ しまサ魂―全体に1…前ゆ 4舗を含む。

,暗葉色五 絡性強j.しまり強。全体にlhn前後の小■を魏
4.明 茶色主。霧稚玩 しまり獨。15ma前後のFヽ■を含む。

第 16図 1,2号土坑と 1～3号溝状違構
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第 3章 遺構外出土遺物

遺構外からは縄文、古墳、平安、中世の各時代の遺物が出土しており、その概要をみていきたい。

縄文時代 (第 17図) 1～ Hは 中期中葉で藤内～井戸尻式に相当する。12は後期の土器で、調査区内か
ら 1点だけ出土している。加曽利 B式の日縁部であろう。

古墳時代 (第 18図 13～ 25)13～ 15は甕で、13は長胴甕、14は球胴甕にあたり、15は底部のみである

が 14と同様のものとみられる。16は杯であろうか、 日縁部が大きく立ち上がっている。17～ 19は杯で、日

縁部がそのまま直線的やや外傾しながら内湾するもの 17と 緩やかに内湾する 18・ 19な どがある。20～ 22

は高杯、23～ 25は底部に複数の孔が穿たれた甑である。

平安時代 (第 19・ 20図 26～ 54)26・ 27は甕、28～42は土師器イで内 37～41は墨書である。40には「嶋

西」と書かれた文字がみえる。43～51は皿類で 49に渦巻きの暗文、50・ 51には墨書の文字がみられる。52

～54は末葉の雲母を多く含んだ小皿である。

須恵器・陶磁器類 (第 20。 21図 55～68)55・ 56は甕の日縁部、57は須恵器蓋、58は高郭、59は邦蓋、

60はイ、61は長頚壼、62・ 63は会胴部片、64は壺で、65は小形の平瓶とみられる。

66・ 67は緑釉陶器で 66は碗、67は耳皿で、後者は二重高台を有し輪状文がある。

68は幅広の「蛇ノロ高台」を有する中国産の白磁底部の破片である。

中 世 (第 21図 69～ 73)69は青磁碗の日縁部で錆連弁文が観察され、このほか口縁部などを含む破片 13

点がある (カ ラー図版)。 70は古瀬戸後期(15世紀中頃)の卸日付大皿、71・ 72は天目茶碗で古瀬戸後期(14

世紀後半代)のものである。73は内耳土器の内耳部の破片にあたる。

土製品 (第 21図 74～ 76)74は土玉、75は土錘で、76は紡錘車であろう。

石器 (第 21図 77～82)77～ 79は黒曜石製の石鏃、80は凹石、81は打製石斧、82は磨製石斧の基部が

欠損したものである。

その他 欠損した刀子片 1点や大小の鉄滓があり、またこのほかフイゴの羽口先端が溶融し、破損した破
片なども数点出土している。

鵠骨
8

第

3

臓
＝
脚
晩

‥

５

ダ

９

17図  遺構外出土遺物 (1)
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第 18図 違構外出土遺物
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配
出主

llla区
種別 部位 文様 ,調整・特徴 胎 土 色調 院成 図版

第 17図 1 D-2 縄 文 】同部 悔円や積位の隆線があ り、隆線脇に三角押文を充填。 石革  塁室母 畠 8-3

第17図 2 C-2 縄 文 胴 部
地文RL縄文。構円区画の隆線があり、脇に角押文を充
壊。楕円区画の中央に横位の波状沈線。

やや粗、白色粒子、金雲母 にぶい赤褐色 良 8-3・

rll士耐 纏 甘 _隆 繊 蹴 に bE広 の名 IIF甘 井芥垣 ^ m 白揮締子 暑石 幕笙母 にぶい赤褐色 皇好 8-3
密 17図 4 D-2 蘊 支 ltl支 RL紹支_幅広の角押文で区画.内側に渡状沈繰 . やや粗、自色紅子、石莫、黒蜜母

縄 文 黒蜜母 褐 缶 農 8-3
常17図 6 紹 支 口緑とほ 方みのある隆帯に沿って沈線 を施支。 、赤・ 自色紅子 、長石

第17図 7 D-2 縄 文 口縁音[ 口縁に沿 つて斜位 の刻み。三ヌ文 と角 alW文。 子 長石、金・里蜜母 長好 8-3
範 17園 8 紹 支 盗符で区画 占れた中″絡 rlrの沈繰で9E壊 _ やや粗、赤・白色粒子、黒雲母

第 17図 9 D-2 自文 口緻部付近 地文 RL縄文.刻みのある積・ 縦位隆帯。一部半肉彫 り a

亥みのある隆帯で 人形渋の描象支 _ l、 白色粒子、長石、石葵、黒雲母 賭褐色 良

第 17図 11 D-2 縄 文 口縁都 浅鉢.口 懸部沈繰。刻みのある純 隆帯上に渡状隆帯。 =ぶ
い搭褐伸 g

□綴 吉【 2姿の結柿肱繰内に _4rtすとR蘊支 _ コや粗、赤色粒子、長石、石英 にぶい黒褐色 長好

配
出 工
種別 器形

(cm)
胎 土 色調 焼棘 器形の特徴 図版

地 区 口径

第 18図 1( B-4 土師器 長胴菱 192 やや粗、赤色粒子、石英 茶褐色 良
内外面 口縁部欄 立ナデ。外面胴都縦・欄 立ハケ

日_内面胴都結位″ヽケロ.
8-3

第18図 14 D-2 土師器 丸胴蓬 (190) 長石 石英 淡褐色 良
口辺部横ナデ。外面維位ハケ ロ。内面積位 ハケ

日、
8-3

第18図 1( D-2 土師器 九月同甕 (10_0) 餃密 淡茶色 農
外面ハケ後、わずかにヘラ磨 き。内面不規則な

ハケ ロ.未葉痕 _
8-3

第18図 1( 土師器 イ 60 良好

第 18図 17 D-3 土師器 算 (120) 破絶
外面 淡茶色

良 口辺都積ナデ。 8-3

第18図 1( C-3 土師器 イ 37 欧密、赤色粒子、長石 暗茶色 良好
口辺都積ナデ。外面体部下伴横位ヘラ削 り。外 8-3

第18図 1( C-3 土師器 郷 37 122 改密、赤色粒子、長石 橙褐色 良好

口辺部横ナデ。内面ヘラ磨き,外部 口辺部横位
磨き。体都～底都磨き。外部口辺～体部一部

朱.

8-3

第18図 2( A-1 土師器 高杯 (70) (150) 餃密
淡茶色

一部長得 )
良好
口辺部横ナデ。内面脚都指頭整形。外部脚部ヘ

ラ削 り。
8-3

第18図 21 C-3 土師器 高杯 73 (114) (92) 細、赤色粒子
淡茶色

良好 口辺部積ナデ。内面脚部ヘラ。 8-3

8図 2ι 嵩然 (96) 餃窪 淡茶色 良好 鑑部積ナデi内外面接合部維位ヘ ラ.

第18図 2( 一括 土師器 甑 餃密、赤色粒子 橙褐色 良好 8箇所の円孔 (内 2衝所は半欠 ) 8-3

第 18図 2ィ 一括 土師器 甑
敏密、赤色粒子、長石、票

橙褐色 長 3箇所の円孔 (内 2箇所は半欠 ) 8-3

第 18図 2〔 一括 土師器 甑 細、赤色粒子 赤褐色 良 ユ箇所の円孔のみ残存。 8-3

第19図 2( D-3 土師器 理 (238) 金雲母 諧茶褐色 良
口辺部横ナデ。内面横位ハケロ。外面縦位ハケ 8-3

第19図27 D-3 土師器 甕 (255) 金雲母 、長石 暗茶褐色 良
口辺 都 横 ナ デ。 内面 積位 ハ ケ ロ。 外 面縦 位 ハ ケ

自 ^
8-3

第19図 2〔 C-3 土師器 邦 112 敏密、赤色粒子、長石 橙褐色 良好
口辺部積ナデ。外面体部下半斜位ヘラ削 り。内 8-3

第19図 2〔 C-3 土師器 イ 攻密、赤色粒子、長石 橙褐色 長好

口辺部積ナデ。外面体都下半斜位ヘラ削 り。内

部放射状暗文。底部糸切 り痕後、ヘラ削 り。ヌ

ヌ付着。

8-3

第 19図 31 C― 土師器 杯 (115) 佃、赤色粒子 明桂褐色 良好
口辺部横ナデ。外面体部下半斜位ヘラ削 り。内

部教射状賠支^庇都糸切 り後、ヘラ削り_
8-3

第 19図 31 C-3 土師器 郷 咽 明橙褐色 良 口辺部横ナデ。底都糸きり痕。 8-3

第19図a A-1 土師器 不 陵密、赤色粒子、長石 橙褐色 良好
口辺部横ナデ。外面体部下半斜位ヘラ削 り。底

都糸切 り後、ヘラ削り。
8-3

第19図よ C 土師器 坪 119 80 綴、赤色粒子 種褐色 良
口辺部積ナデ。外面体部下半斜位ヘラ削 り。底

都糸切 り痕。スヌ付着。
8-3

赤色粒子 8-3

第19図] 土師器 杯 36 (118) 52
致密 、赤色粒子 、長石 、金

蜃母
明橙褐包 良好 口辺部から体都下半ナデ。 8-3

石 口捌 都 粘 ナ i 8-3
邦 41

第19図38 B-4 上師器 不 49 金_T母 淡茶色 良好
底部糸切 り後、ヘラ。外面体都下半斜位ヘラ削

り.墨書.
9

第19図39 ユー4 土師器 杯 Jヽ石
淡茶色

(内黒色 )
良好 外面体都斜位ヘラ削り。

第19図 4( C-2 土師器 杯 致宅 暗褐色 長好
外面底部墨書「嶋西」。底部糸きり後、ヘラ削

り。ロクロ左回転。
9

第 19図 41 C-3 上RT器 杯 (53) 致密
外面 白茶色

良 本面底都塁書。底都糸きり後、ヘラ肖」り。

範 19図 4Z 十師器 邦 (178) 徴密、赤色粒子 淡褐色 良好 コ級都積ナデ.外面体部下半ヘ ラ削 り

第20図 43 C-1 土師器 皿 22 123 網、赤色粒子、長石 赤褐色 良好
口辺部横ナデ,外面体部下半斜位ヘラ削 り。底
郎ヘラ部 り̂

8-3

第20図 44 C-3 土師器 皿 (125) 62
佃、赤色粒子、長石、金塞

明橙褐色 長好 口辺部横ナデ。底部糸功 り痕。 8-3

隻 20園 4〔 師器 120 49 lm 明募色 農 口辺部積ナデ。底都糸切 り痕。

淡療褐れ 口抑部構ナデ_外而体都～底部ヘラ肖1り Ⅲ 8-3

第20図 47 B-4 土師器 皿 30 徴密 橙褐色 良好
口辺部機ナデ。外面体都下半斜位ヘラ削 り。底

部ヘ ラ削 り。
8-3

第20図 4〔 1号0 土師器 皿 124 長石 桂褐色 良
口辺部積ナデ,外面体都～底都ヘ ラ削 り。 ロク
ロ狩同銚 ^

第20図 4〔 D-3 土師器 皿 25 (136) lIE 赤色粒子 赤褐色 良好
口辺都積ナデ。内部渦巻状賭文。外部回転ヘラ

削り。底部回転ヘラ削 り。
8-3

第 6表 遺構外出土遺物観察表 (1)
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第20阪 30 ボ色粒子、長石 明茶角 農好

第20図 51 B-4 土師器 皿 赤色粒子 、長石 赤褐色 良好
口辺部積ナデ、外面体部下半と底部検位ヘラ削
り.底都緊書

^

S-3、  9

第20図 5Z B-2
質

器

師土

土
ガヽ皿 21 金雲母 茶褐色 口辺部検ナ元 底都糸切 り痕。ロクロ右回転。 S-3

第20図 5〔 B-2 質
器

土
土

小皿 23 金雲母 淡褐色 長好 口辺部横ナデ。底都糸切 り痕。ロクロ右回転。 S-3

第20図64 B-2
質

梁

師士

＋
/」 皿ヽ 22 金雲母 茶褐色 長好 口辺部横ナデ。底部糸切 り痕。ロクロ右回転。 8-3

須煮畢 褒 餃常 ホ面口辺部補状工具の斜位刺突文. 9

第20図 56 一括 猿部 霊 餃密
外面 灰色
内面 灰茶色 艮好 小面

口辺部櫛描波状文。 9

B-1 須恵器 蓋 33 (12? 餃茄 ξ石 石g管 庶 白i 9
篤20園康 監 灰 白色 農好 ロクロナデ.

第20図 59 C-2 須恵器 蓋 (138) 餃密 長 石 金雲母
色

色

褐

茶

明

灰

面

面

外

内 良好 ロクロナデ。

第20図 6( 須煮果 杯 4 75 F/t灰茶色 良好 口辺部積 ナデh底都 糸切 り渡 .

第20図 61 C-1 須恵器 長頚三 178 鯛、白色粒子、石英、小石 暗赤褐色 艮好 体都下半斜位ベラ削 り。

第20図 62 一括 須恵器 嚢 致密
色

色

麻

敵

面

面

外

内 良好 外面平行叩き目。内面積位ハケロ。

第20図 6t B一 l 須恵器 墾 yt第 面平行 叩き目.内面ナデ とベ ラ.
籍21園 64 佃、長石 灰茶色 畠好 内面底部お よてが外而 自然納 _

第21図 6C 一括 須恵器 Jヽ型の平抑 (73) 蹟密
外面 茶褐色
内面 灰茶色 良好 内面底部および外面自然釉。

第21図 66 一挺 陶零 緑熱続 葛台部積 ナデ.外面棲台都ヘ ラ磨 き、 9

貨密 昔緑 農好 折戸53号窒式 _

;21図 68 一挺 燃 白磁硫 監第 の 目の高台。生産年代 9～ 10世紀代 h 9

等21園 691 淡緑i 長年 米而体都舗徳弁支 ^
一挺 陶畢 卸 目付大 1 議雰 面施釉.古頼戸後Ⅳ期古 _ 9

首曽21園 7 黒茶葎 農好 許続戸径 I期 _

隋 天 目茶硫 (44) (130) 餃痛 Ⅱ期 ?。 9
第21図 7: 臨 内耳十 淡反茶色 良 米面スヌ.内面耳都 H古付 _

配
土
区
出
加

種 別 器形
計 狽Jl巳 (cm

胎土 院成 特徴 図版
,軍 さ

第21図 74 上製品 モ王 29

笛21園 75 土製品 土錘 22 儀雲母、長石 塵 高体 6 mmの日

第21図 76 D-2 十製品 紡錐童 ? 7 母 、長 石 良 中心に最大径 8 mlnの 円平I.

配
出 土

器種 石質 図版
地 区 大 娠 大 優

常 21[剰 77 (lI) 黒曜石 9

第21図 78 B― 石緋 17〕 星 曜 石

宙考21園 70 5 9

NO
土

陳

出
ｍ

器種
計

石質 図版

篤21図 80 C― ロロ
=石
打製石舞 片  井

第21園 82 -3 磨興石劣 (7 (30】

第 7表 遺構外出上遺物観察表 (2)

松ノ尾遺跡はこれまでの第 IoⅡ 次調査で弥生時代末頃～古墳時代初頭の住居跡 1軒、古墳時代後期住居

跡計 13軒、堅穴状遺構 1基、奈良時代住居跡計 3軒、平安時代住居跡計 24軒、竪穴状遺構計 6基が発見さ

れており、とくに古墳時代後期から平安時代にかけての大きな集落跡であることが近年明らかとなってきてい

る。

今回の第Ⅲ次調査は、わずか約 250どの調査範囲であつたが縄文、古墳、平安時代の住居跡計 7軒、土坑

2基、溝状遺構 3条と土器をはじめとする多くの遺物が出上し貴重な成果を得た。

縄文時代 中期中葉の住居跡が 1軒確認され、本遺跡内では今回該期の遺構としてはじめての発見となっ
た。

古墳時代 住居跡 2軒が発見され、いずれも遺物から7世紀前半に相当するものとみられる。
本調査に限らずこれまで町内で行われてきた大小の試掘調査の結果を含めてみても、荒川と貢川に挟まれた

町南部の扇状地形のなかで、該期の遺構・遺物が多く確認できるのは、今のところほぼ 「松ノ尾遺跡」に限ら

れる。第Ⅱ次調査では 7世紀の住居跡が 3軒のほか、奈良時代の住居跡 3軒が発見されており、今後さらに

本遺跡内の該期の遺構数は増加してくことが予測される。

甲府盆地北西部地域の古墳時代後期 (と くに 6世紀後半～7世紀前半)は敷島町南部の周囲に古墳ならびに

群集墳が相次いで築造されるようになる (第 1図参照)が、しだいに有力豪族によるそれまでの古墳造営は

終焉を迎え、7世紀後半頃になると本遺跡から北西へ約 2kmの通称敷島台地の西側斜面に天狗沢瓦窯が操業

と
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を開始するようにな り、古代寺院建立へと力が注ぎ込まれるようになっていくことから、本地域においてはこ

のころ大きな画期を迎えることとなる。

今回発見された住居跡は周辺の地理的環境や古墳の分布状況等か ら古墳造営 (と くに赤坂台)に何 らかのか

たちで携わった人々の集落の一部であつた可能性が考えられる。今後、盆地北西部地域における該期の様相を

解明していく上でも本遺跡の更なる調査成果が大いに期待される。

平安時代 4軒の住居跡が確認された。このうち、5号住居跡は出土した遺物の内容か ら9世紀後半に位置

付けられ、残 りの 3軒 2・ 3・ 6号住居跡は 10世紀前半 ころに相当する。先の古墳時代 と同様 に本遺跡には

該期の遺構が広範囲に分布することが明らかとなってきている。

遺構外か らは緑釉陶器の碗、皿など破片 5点のほか、今回緑釉の耳皿(67)が出上 している (カ ラー図版)。

この耳皿は残念なが ら遺構には伴っていなかったが、形態等から 10世紀前半頃 (折戸 53窯式)の ものとみ

られ (註 1)、 時期的には今回発見された集落ともほぼ併行 している。

また、遺構外か らであるが白磁(68)が出土した。 これは 「蛇ノロ高台」と呼ばれる畳付きで幅広の低い高台

をもつ特徴があるもので、いわゆる 「初期貿易陶磁」に属するものである。

初期貿易陶磁器は、日本の遺跡では 8世紀末葉～10世紀前半頃にみられるようで、代表的なものには越州

窯青磁、唐様式の白磁、長沙窯の黄釉陶器などが上げ られる。これまで全国的に北は秋田県か ら南は鹿児島県

までの遺跡で発見されているようであるが、「博多、大宰府、平安京を除くと、遺跡ごとの出土量は一片ない

し数片にすぎず、その遺跡の性格も官衛や寺院などに限定されている」 (今井 2000)と もいわれている。なお、

白磁(68)は 中国那窯産とみられる (註 2)。

その他 遺構外から陶磁器類が出ている。貿易陶磁器では青白磁・青磁計 13片 (カ ラー図版)が出土して

お り、 これ らは 12世紀後半～13世紀代に相当し、青白磁 1片、きJ花文 7片と鏑蓮弁文 5片などがある。

国産陶器類は、灰釉平碗片 1点、卸日付大皿片 1点、天目茶碗片 2点、内耳土器片 7点などがあり、これ

らはおよそ古瀬戸後期段階に相当するもので 14～ 15世紀代の資料である (註 3)。

以上のように、今回の調査では本遺跡の過去の成果か らもとくに古墳時代、平安時代については遺構密度の

高い状況が遺跡内の広い範囲に及んでいることを裏付ける結果であつたといえよう。

また、明確な遺構等は確認されなかったが中世の陶磁器類の資料も出土しており、周辺には該期に関する何

らかの遺構ないし生活面が存在すると思われる。

(註 1)文化庁美術工芸課主任文化財調査官 斎藤孝正氏の御教示による。
(註 2)京都市埋蔵文化財研究所 百瀬正恒氏の御教示による。
現在県内では類例はみられないが、同様な白磁が近県の長野県において確認できる。

(註 3)瀬戸市埋蔵文化財センター 藤澤良祐氏の御教示による。
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図版 8
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図版 9
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